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昭和34年8月に結成された野々市駅誘
致期成同盟会が駅地を二日市に定めた上
で駅舎用地の買収や、設置経費の全額負
担、国道８号線のアクセス道路の新設を
決議。昭和43年４月１日ダイヤの改正と
同時に北陸本線野々市駅が誕生。悲願10
年の実現となりました。

（昭和43年）第50号

国鉄北陸本線
野々市駅完成
国鉄北陸本線
野々市駅完成

（昭和42年）第45号
役場庁舎新築役場庁舎新築

（昭和55年）第161号

合併25周年
「愛と和の町民憲章」を制定

合併25周年
「愛と和の町民憲章」を制定

会場は浴衣姿の踊り手や見物客など２万人以上の人が
時のたつのも忘れて踊りを楽しみました。

11月3日、中央公民館で町合併25周年記念式が行われま
した。式の中で、合併した年（昭和30年）に生まれた2人
が「愛と和の町民憲章」を読み上げ、発表披露しました。

（昭和57年）第203号
第１回「野々市じょんからまつり」開催第１回「野々市じょんからまつり」開催

町民の暮らしのセンターとし
て、昭和42年３月末日に完成。
町の象徴として、よく親しま
れ、よく愛され、よく活用され
ることを期待されました。

「野々市公民」（現広報ののいち）
（昭和30年）第１号
「野々市公民」（現広報ののいち）
（昭和30年）第１号

姉妹都市提携調印式が平成２
年３月30日、ギズボーン市
議場で行われました。調印式
には、町から西尾修町長夫妻
はじめ16人、ギズボーン市
側からはジョン・クラーク市
長夫妻はじめ市議会関係者、
市民など約100人が集まり
ました。

（平成２年）第385号
第１回「花と緑ののいち椿まつり」開催第１回「花と緑ののいち椿まつり」開催

（平成2年）第387号

ニュージーランド・ギズボーン市
と姉妹都市提携調印
ニュージーランド・ギズボーン市
と姉妹都市提携調印

（平成15年）第583号
「のっティ」試験運用開始「のっティ」試験運用開始

中央公民館で、椿に関する展示会や花と緑の市（即売会）、花
と緑の相談などの催し物が実施されました。

北陸３県では初、全国で24番目のコミュニティＦＭ放送局
が誕生しました。

9月1日、赤と青の２種
類ののっティの始まり。
北循環と南循環のだんご
ルートで試験運行開始。

（平成21年）第651号

石川県統計情報室より4月１日
付け推計人口5万人突破と発表
石川県統計情報室より4月１日
付け推計人口5万人突破と発表

（平成７年）第491号

コミュニティＦＭ局
「えふえむ・エヌ・ワン」開局
コミュニティＦＭ局
「えふえむ・エヌ・ワン」開局

「野々市公民（現 広報ののいち）」
毎月1回発行に（昭和50年）

「野々市公民（現 広報ののいち）」
100号（昭和51年）

「
広
報
の
の
い
ち
」
２
０
０
号（
昭
和
57
年
）

「
広
報
の
の
い
ち
」
３
０
０
号（
昭
和
61
年
）

「
広
報
の
の
い
ち
」
４
０
０
号（
平
成
２
年
）

「野々市公民」から「広報ののいち」に
（昭和52年）

「広報ののいち」毎月2回（1日、15日）
発行に（昭和55年）

「広報ののいち」毎月1回発行に
（平成5年）

「広報ののいち」500号（平成8年）

「広報ののいち」
600号（平成17年）

野々市小学校新校舎完成（平成23年）○
人口5万人達成（国勢調査）（平成22年）○ 

ギズボーン市と姉妹都市提携20周年（平成22年）○  
御経塚遺跡出土品　重要文化財に指定（平成22年）○ 　

推計人口5万人突破（平成21年）○ 　
石川県立大学（前 石川県農業短期大学）開学（平成17年）○　　

合併50周年記念式典挙行（平成17年）○ 　　
役場新庁舎（三納地内）での業務開始（平成17年）○ 　　　
「のっティ」試験運用開始（平成15年）○　　　　
全国スポーツ・レクリエーション祭開催　　　　　　

（平成12年）○　 　　　　

広報ののいち で振り返る 　

野々 市の歴史昭和40年
以前

昭和40年
以前

平成元年～

平成10年
以降～
平成10年
以降～

○人口１万人達成（国勢調査）（昭和40年）
 ○金沢工業大学開校（昭和40年）
　 ○本町2丁目地内で役場庁舎新築（昭和42年）
　 ○国鉄北陸線野々市駅完成（昭和43年）
　　○国道８号金沢バイパス 野々市町内全線開通（昭和45年）
　　　○石川県農業短期大学開校（昭和46年）
　　　　○「喜多家住宅」が重要文化財に指定（昭和46年）
　　　　　○町花木に「椿」を選定（昭和49年）
　　　　　　○人口２万人達成（国勢調査）（昭和50年）

○国指定史跡に「御経塚遺跡」指定（昭和52年）
　 ○「野々市町  愛と和の町民憲章」を制定（昭和55年）
　 　 ○人口3万人達成（国勢調査）（昭和55年）
　　　　○第１回「野々市じょんからまつり」開催
　　　　　　（昭和57年）
　　　　　　　　　○野々市明倫高等学校開校（昭和58年）
　　　　　　　　　　○野々市小学校と中国深圳小学が友好校
　　　　　　　　　　　　　　締結調印（昭和60年）

○野々市町と富奥村が合併し、新生野々市町誕生
　（昭和30年）
 ○押野村が金沢市へ編入（昭和31年）
　○郷村が野々市町と松任町へ分村編入（昭和31年）
　○金沢市から旧押野村の一部を編入（昭和32年）
　○合併５周年を記念して「町章」制定（昭和35年）

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設（
平
成
８
年
）○
　
　

人
口
４
万
人
達
成（
国
勢
調
査
）（
平
成
7
年
）○
　
　

第
１
回「
B
I
G  

A
P
P
L
E  

i
n
　 

　
　

Ｎ
o
n
o
i
c
h
i
」開
催（
平
成
7
年
）○
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
局「
え
ふ
え
む
・
エ
ヌ
・
ワ
ン
」開
局
　
　
　

（
平
成
7
年
）○
　

合
併
40
周
年
記
念
式
典
挙
行（
平
成
7
年
）○
　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
ギ
ズ
ボ
ー
ン
市
と
　
　

姉
妹
都
市
提
携
調
印（
平
成
2
年
）○ 

第
１
回
「
花
と
緑
の
の
い
ち
'90
椿
ま
つ
り
」
開
催
　
　

（
平
成
2
年
）○

昭和40～
60年
昭和40～
60年
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こ
れ
ま
で
発
行
さ
れ
た
納
付
書
も

使
用
可
能
で
す

　

市
制
施
行
前
に
発
行
さ
れ
た
町
税
、
保
育

料
、
水
道
料
金
な
ど
の
各
種
納
付
書
は
、
市

制
施
行
後
も
そ
の
ま
ま
お
使
い
に
な
れ
ま

す
。
ま
た
、
口
座
振
替
を
ご
利
用
さ
れ
て
い

る
方
も
特
に
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
問
い
合
わ
せ　

各
担
当
課

町
章
は
市
章
へ
と
名
称
が
変
更
さ
れ
ま

す
が
、デ
ザ
イ
ン
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
の
コ
ン

ビ
ニ
で
の
納
付
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

市
制
施
行
後
に
発
行
す
る
納
付
書
か
ら
全

国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
支
払
い
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。必
ず
コ
ン
ビ
ニ

収
納
用
の
バ
ー
コ
ー
ド
が
印
字
さ
れ
て
い
る

納
入
通
知
書
で
お
支
払
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
次
の
も
の
は
納
付
で
き
ま
せ
ん

●
指
定
日
を
す
ぎ
た
も
の

●
バ
ー
コ
ー
ド
の
印
字
の
な
い
も
の

●
破
損
・
汚
損
な
ど
に
よ
り
、
バ
ー
コ
ー
ド

を
読
み
取
れ
な
い
も
の

●
納
付
金
額
を
訂
正
し
た
も
の

●
納
付
書
１
枚
あ
た
り
の
金
額
が
30
万
円
を
超
え
る
も
の

◆
問
い
合
わ
せ　

企
業
管
理
課

☎
２
２
７
―
６
１
０
２

愛と和の町民憲章（昭和55年11
月3日制定）は市制施行後以下
のとおりとなります

　遙かに霊峰白山を仰ぐ野々市市は、古く

から加賀の中心として栄えたところです。 

　わたくしたちは、この恵まれた自然環境

と歴史・文化・産業の豊かなまちに住むこ

とを大きな誇りとし、限りなく平和で繁栄す

ることを願い、ここに市民憲章を定めます。

一　郷土を愛し、緑ゆたかな 
　　　住みよいまちをつくりましょう。 

一　伝統を重んじ、教育文化の 
　　　香り高いまちをつくりましょう。 

一　健康を増進し、活気みなぎる 
　　　明るいまちをつくりましょう。 

一　勤労を尊び、感謝と奉仕の心で 
　　　温かいまちをつくりましょう。 

一　秩序を守り、笑顔でふれ合う
　　　和やかなまちをつくりましょう。

野々市市 愛と和の市民憲章

市
制
施
行
後
に
変
わ
る
も
の

　
　
　
　
　
　
変
わ
ら
な
い
も
の

野々市市の将来をつくる２つのプランの答申

  次期総合計画  

“人の和で椿十徳生きるまち”の実現を目指して
　丸山会長は、「次期総合計画が目指す将来都市像“人
の和で 椿十徳 生きるまち”の実現に向けて、市民協働
の在り方についてさらに議論を深めていただきたい」と
述べました。
　これを受け、粟町長は「地方分権の進展により、地方
自治体が国から自立し始めているように、行政だけでは
なく市民も、我が国に伝統的に存在していた互助、共助

の精神を市民自ら
が取り戻すことに
より、地方自治本
来の姿を目指して
いきたい」と答え
ました。

  都市計画マスタープラン  

更なる発展を目指す“まちづくり”
　水野委員長は、「このプランは、更なるまち
の発展を念頭に“まちづくり”の方針をとりま
とめたものです。その中でも歩いて暮らせるま
ちづくりや本町地区の活性化、県立大学と連携
した新産業の創出を軸に、計画的なまちづくり
に努めていただきたい」と述べました。
　これを受け粟町
長は、「答申の内
容 を 重 く 受 け 止
め、今後の市制に
向けた新しいまち
づくりを進めてま
いりたい」と答え
ました。

北
国
街
道
　
　
　
　
　
　

�

野
々
市
の
市
を
発
案

　

今
年
、
町
商
工
会
女
性
部
長
に
就
任
し

た
田
中
さ
ん
。
草
木
染
め
や
じ
ょ
ん
か
ら

ま
つ
り
の
サ
ポ
ー
ト
に
携
わ
り
、　
「
今
し

か
で
き
な
い
こ
と
、
新
し
い
こ
と
に
挑
戦

し
た
い
」
と
い
う
思
い
が
強
く
な
っ
て

い
っ
た
そ
う
で
す
。

　

今
春
、
本
町
通
り
の
電
柱
の
地
中
化
が

町商工会女性部長

田中 陽子さん

完
了
（
本
町
交
差
点
～
本
町
２
丁
目
南
交

差
点
間
）
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
、「
こ
の

町
並
み
を
何
か
活
用
で
き
な
い
か
」
と
思

い
、
行
動
に
移
し
ま
し
た
。
10
月
９
日
㈰

に
行
わ
れ
た
〝
北
国
街
道　

野
々
市
の
市
〟

で
は
、
実
行
委
員
と
し
て
奔
走
。「
野
々
市

の
市
は
市
場
の
市
。
人
、
モ
ノ
、
金
、
情

報
が
集
ま
る
場
所
で
す
。
手
作
り
の
市
を

演
出
し
た
か
っ
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。
ま
た
、「
多
く
の
人
に
協
力
し
て
い
た

だ
き
、
大
盛
況
の
内
に
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
」と
笑
顔
を
み
せ
ま
し
た
。「
も
っ

と
若
い
人
に
活
躍
し
て
も
ら
い
た
い
。
市

に
な
っ
て
も
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
土
地
が
ら
を

活
か
し
、
大
学
と
の
連
携
や
、
こ
れ
か
ら

進
め
て
も
っ
と
野
々
市
を
盛
り
上
げ
た
い
」

と
期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

せ
ら
れ
ま
し
た
。
10
月
13
日
現
在
、
繋
げ

た
タ
ス
キ
の
長
さ
は
１
０
０
メ
ー
ト
ル
以

上
に
も
。「
一
人
で
も
多
く
の
人
の
思
い
出

に
残
り
、
地
元
愛
が
浸
透
し
て
く
れ
れ
ば

う
れ
し
い
で
す
ね
」
と
笑
顔
を
見
せ
る
高

田
さ
ん
。「
こ
れ
か
ら
も
様
々
な
企
画
で
地

域
を
盛
り
上
げ
た
い
」
と
熱
意
を
伝
え
て

く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
タ
ス
キ
は
、
11
月
11
日
の
記
念
式

典
で
披
露
さ
れ
ま
す
。

タ
ス
キ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

　
　
　
　�

奮
闘

　

高
田
さ
ん
は
、
じ
ょ
ん
か
ら
ま
つ
り
な

ど
の
地
域
を
活
性
化
す
る
イ
ベ
ン
ト
を

行
っ
て
い
る
町
商
工
会
の
青
年
部
長
で
す
。

　

７
月
30
日
㈯
、
市
制
施
行
応
援
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
住
民
の
皆
さ
ん
に
市
へ
の
思
い

を
タ
ス
キ
に
込
め
て
も
ら
う
企
画
（
タ
ス

キ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

き
っ
か
け
は
、「
子
ど
も
た
ち
に
未
来
に
向

け
て
形
に
な
る
も
の
を
残
し
た
い
」
と
い

う
商
工
会
青
年
部
員
ら
の
思
い
か
ら
で
し

た
。
じ
ょ
ん
か
ら
祭
り
会
場
、
町
役
場
、

商
工
会
な
ど
に
設
置
さ
れ
た
タ
ス
キ
に
は
、

〝
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
野
々
市
市
に
〟
子
ど
も

た
ち
に
や
さ
し
い
市
へ
〟
な
ど
老
若
男
女

問
わ
ず
温
か
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
数
多
く
寄

国
勢
調
査
を
使
命
感
を
　

�

も
っ
て
行
う

　

昭
和
30
年
、
新
生
野
々
市
町
が
誕
生
。

町
内
会
は
、
昭
和
43
年
ご
ろ
に
当
初
38
町

内
会
で
ス
タ
ー
ト
し
、
昭
和
58
年
に
は
55

町
内
会
に
増
加
し
ま
し
た
。
平
成
に
入
る

と
多
少
の
増
減
は
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在

は
54
町
内
会
に
な
り
ま
す
。

　

藤
さ
ん
は
平
成
15
年
か
ら
連
合
町
内
会

の
会
長
を
務
め
、
昨
年
秋
に
行
わ
れ
た
国

勢
調
査
で
は
、
統
計
調
査
業
務
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

　
「
町
か
ら
市
に
な
る
調
査
と
い
う
事
で
重

要
な
仕
事
で
し
た
。
私
も
含
め
、
各
町
内

会
で
選
ば
れ
た
調
査
員
は
み
ん
な
使
命
感
を

持
っ
て
行
う
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
」

と
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。
ま
た
、「
町
内

会
は
行
政
と
住
民
と
の
架
け
橋
の
よ
う
な

も
の
。
市
に
な
っ
て
も
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら

ず
、町
内
会
の
役
割
を
し
っ
か
り
と
果
た
し
、

行
政
と
連
携
を
密
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
一
生
懸
命
が
ん
ば
っ
て

い
き
た
い
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

町から市へ

町商工会青年部長

高田 幸一さん

連合町内会長

藤　力さん

野
々
市
を

盛
り
上
げ
る

「
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
！
」

「
元
気
あ
る
市
へ
！
」

「
行
政
と
住
民
の
架
け
橋
に
！
」

市
制
施
行
を
目
前
に
し
て
、
住
民
の
主
体
的
な
動
き
が
活
発
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
地
域
で
活
躍
す
る
３
人
を
紹
介
し
ま
す
。

　9月30日㈮、平成24年度から10年間のまちづくりの方針を定める、次期総合計画について審議を
重ねてきた次期総合計画策定審議会と、平成37年を目標年次とする、新市都市計画マスタープランに
ついて審議を重ねてきた都市計画マスタープラン策定委員会から、それぞれの計画について町長に対
して答申書が提出されました。
　町では答申の趣旨や内容を尊重し、新たなプランを策定していきます。
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９
月
22
日
㈭
、56
年
間
に
わ
た
っ
て
連
綿
と
続
い

た
歴
史
と
伝
統
あ
る「
野
々
市
町
議
会
」が
閉
会
し

ま
し
た
。粟
町
長
は
、昭
和
30
年
の
新
生
野
々
市
町

の
誕
生
、昭
和
55
年
の「
愛
と
和
の
町
民
憲
章
」の

制
定
、土
地
区
画
整
理
事
業
の
推
進
や
大
型
商
業
店

舗
の
進
出
に
伴
う
人
口
増
加
、21
世
紀
に
入
り
平
成

の
大
合
併
の
中
、単
独
市
制
を
選
択
し
た
こ
と
、平

成
17
年
に
は
、待
望
の
新
庁
舎
で
の
業
務
が
開
始
し

た
こ
と
な
ど
、町
の
歴
史
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
本
町
の
歴
史
や
今
日
の
発
展
は
、先
人

の
努
力
の
賜
物
で
あ
り
、支
え
て
く
だ
さ
っ
た
町

議
会
の
皆
様
に
は
、深
く
感
謝
し
ま
す
」と
述
べ
ま

し
た
。さ
ら
に
、野
々

市
市
へ
の
思
い
と
し

て
、「
市
民
の
皆
様
と

一
緒
に
、よ
り
一
層
魅

力
あ
る
新
し
い
野
々

市
を
創
り
上
げ
た

い
」
と
言
葉
を
締
め

く
く
り
ま
し
た
。

平
成
22
年
度
町
水
道
事
業
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

■
収
益
的
収
支

収
入　

７
億
３
，５
７
９
万
５
，８
７
０
円

支
出　

６
億
９
，６
５
８
万
８
，０
１
４
円

収
支
差
引
か
ら
消
費
税
、地
方
消
費
税
を
差
し
引
い

た
純
利
益
は
、３
，０
７
２
万
７
，７
０
２
円
と
な
る
。

■
資
本
的
収
支

収
入　

１
億
６
，５
８
５
万
４
，１
１
８
円

支
出　

３
億
９
，８
９
１
万
９
，０
５
９
円

不
足
分
は
損
益
勘
定
留
保
資
金
な
ど
か
ら
補
て
ん
し
た
。

町
の
区
画
を
新
た
に
画
す
る
こ
と

市
制
施
行
に
あ
わ
せ
、８
町
に
つ
い
て「
字
」表
記

を
削
除
し
、町
の
区
画
を
新
た
に
画
す
る
。

町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
及
び
町
後
期
高
齢
者

医
療
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

普
通
徴
収
の
第
９
期
納
期
限
を
１
月
４
日
に
改

め
る
。ま
た
国
民
健
康
保
険
税
第
11
期（
２
月
）

納
期
限
を
２
月
末
ま
で
と
す
る
。

町
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

遺
族
の
範
囲
に
、死
亡
当
時
に
お
け
る
配
偶
者
、

父
母
、孫
、祖
父
母
が
存
し
な
い
場
合
、そ
の
者

と
同
居
ま
た
は
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
た
兄
弟

姉
妹
に
災
害
弔
慰
金
を
支
給
で
き
る
も
の
。

町
条
例
の
用
字
、用
語
等
の
整
備
に
関
す
る
条
例

各
条
例
の
内
容
、効
力
な
ど
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
範

囲
に
お
い
て
、用
字
、用
語
な
ど
の
整
備
を
行
う
も
の
。

北
村
議
長
に
聞
く

■
定
例
会
を
終
え
て

　

今
、
一
つ
の
区
切

り
が
つ
き
、
長
い
歴

史
を
し
み
じ
み
と
感

じ
て
い
ま
す
。
今
日

の
発
展
は
、
歴
代
の

町
長
、
執
行
部
を
は

じ
め
、
住
民
の
温
か

い
ご
支
援
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
、
議
会
と
し
ま
し
て
も
、
社
会
の
変
化
に

し
っ
か
り
向
き
合
い
、
福
祉
の
向
上
や
教
育
の
充

実
、
防
犯
・
防
災
対
策
の
推
進
、
都
市
整
備
基
盤

の
進
展
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
問
題
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　

野
々
市
市
と
な
っ
て
も
住
民
の
皆
さ
ん
と
議
論

を
重
ね
、
こ
れ
か
ら
先
の
野
々
市
の
発
展
の
た
め

に
尽
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
最
後
の
議
会
定
例
会
が
閉
会

町
役
場
の
位
置
を
定
め
る
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

中
南
部
土
地
区
画
整
理
事
業
の
換
地
処
分
に
伴

い
、三
納
地
区
内
に
あ
る
役
場
な
ど
の
公
共
施
設

の
位
置
の
表
記
を
改
正
す
る
。

町
を
市
と
す
る
こ
と
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理

に
関
す
る
条
例

各
条
例
中
の「
野
々
市
町
」を「
野
々
市
市
」に
、

「
町
議
会
」を「
市
議
会
」に
、「
町
民
」を「
市
民
」

な
ど
関
係
す
る
字
句
を
改
め
る
。

市
部
制
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
祉
事
務
所
の
業
務
を
追
加
す
る
た
め
、統
括
し

た
事
務
の
名
称
に
改
め
る
。

議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得

又
は
処
分
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
の
予
定
価
格
を

１
億
５
，０
０
０
万
円
に
、財
産
の
取
得
ま
た
は
処
分

の
予
定
価
格
を
２
，０
０
０
万
円
以
上
に
改
正
す
る
。

市
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

予
算
で
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
水
道
事
業
の

資
産
の
取
得
お
よ
び
処
分
の
予
定
価
格
を
２
，

０
０
０
万
円
に
改
正
す
る
。

市
議
会
議
員
選
挙
及
び
市
長
選
挙
に
お
け
る
選

挙
運
動
の
公
費
負
担
に
関
す
る
条
例

選
挙
運
動
用
自
動
車
の
使
用
や
ポ
ス
タ
ー
の
作

成
な
ど
を
公
費
負
担
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
制

可
決
さ
れ
た
議
案

専
決
処
分（
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、町
条
例
を
改
正
し
た
も
の
。

平
成
23
年
度
町
一
般
会
計
補
正
予
算

３
億
３
，６
３
２
万
５
千
円
を
追
加
し
、予
算
総

額
を
１
５
１
億
７
，６
３
２
万
５
千
円
と
す
る
。

■
主
な
内
訳　

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
補
助
金
、Ｊ
Ｒ
野
々
市
駅
前
広
場
整
備
工
事

な
ど
に
よ
る
増
額
。

平
成
23
年
度
町
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

９
５
８
万
４
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

19
億
６
，１
５
８
万
４
千
円
と
す
る
。

■
主
な
内
訳　

繰
入
金
を
財
源
と
し
、過
年
度
国
庫

補
助
金
な
ど
の
精
算
に
と
も
な
う
返
還
金
の
所
要
額
。

平
成
23
年
度
町
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

資
本
的
支
出
に
お
い
て
４
０
３
万
円
を
追
加
し
、

収
益
的
収
支
お
よ
び
資
本
的
支
出
の
合
計
額
を

12
億
４
，１
０
３
万
円
と
す
る
。資
本
的
収
支
で

不
足
す
る
４
億
２
，０
０
３
万
円
は
損
益
勘
定
留

保
資
金
な
ど
で
補
て
ん
す
る
。

■
主
な
内
訳　

東
部
浄
水
場
の
更
新
予
定
地
に

お
け
る
調
査
費
な
ど
の
所
要
額
。

平
成
22
年
度
町
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

歳
入　

１
７
８
億
５
，０
０
６
万
８
，７
４
４
円

歳
出　

１
７
６
億
２
，８
２
７
万
４
７
１
円

繰
越
明
許
財
源　

２
，４
４
４
万
１
，２
１
６
円

実
質
収
支　

１
億
９
，７
３
５
万
７
，０
５
７
円

度
を
設
け
る
。

市
福
祉
事
務
所
設
置
条
例

福
祉
に
関
す
る
事
務
所
を
設
置
す
る
こ
と
に
と

も
な
い
、設
置
条
例
を
制
定
す
る
。

県
市
町
村
消
防
団
員
等
公
務
災
害
等
補
償
組
合

規
約
の
変
更

犀
川
左
岸
下
水
道
協
議
会
規
約
の
一
部
変
更

手
取
川
水
防
事
務
組
合
規
約
の
変
更

白
山
石
川
広
域
事
務
組
合
規
約
の
変
更

白
山
石
川
医
療
企
業
団
規
約
の
変
更

白
山
市
・
野
々
市
町
介
護
認
定
審
査
会
共
同
設

置
規
約
の
変
更

当
町
が
構
成
団
体
の
一
員
と
な
っ
て
い
る
一
部

事
務
組
合
な
ど
に
つ
い
て
市
制
施
行
に
と
も
な

い
規
約
を
変
更
す
る
。

町
土
地
開
発
公
社
定
款
の
一
部
変
更

市
制
施
行
に
と
も
な
い
、定
款
の
一
部
を
変
更
す
る
。

Q
我
が
町
で
は
、
区
画
整
理
事
業
が
各
地

区
で
行
わ
れ
、
成
功
を
遂
げ
て
い
る
。

し
か
し
そ
の
一
方
で
、
市
街
化
区
域
と
な
っ

た
農
地
の
税
額
が
上
昇
す
る
結
果
も
生
ん
で

平
成
22
年
度
町
土
地
取
得
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定

歳
入
歳
出
共
に　

３
億
６
，２
６
１
万
３
，２
４
０
円

平
成
22
年
度
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定

歳
入　

41
億
４
，８
６
９
万
７
，２
６
９
円

歳
出　

41
億
３
，７
７
５
万
７
，０
０
９
円

実
質
収
支　

１
，０
９
４
万
２
６
０
円

平
成
22
年
度
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定

歳
入　

３
億
１
，６
１
４
万
５
，２
０
４
円

歳
出　

３
億
１
，５
３
６
万
３
，２
０
８
円

実
質
収
支　

78
万
１
，９
９
６
円

平
成
22
年
度
町
老
人
保
健
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定

歳
入
歳
出
共
に　

８
６
３
万
７
８
８
円

平
成
22
年
度
町
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定

歳
入　

18
億
３
，５
６
５
万
９
，２
７
８
円

歳
出　

18
億
２
，７
８
８
万
４
，３
８
９
円

実
質
収
支　

７
７
７
万
４
，８
８
９
円

平
成
22
年
度
町
下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定

歳
入　

17
億
３
，８
３
８
万
３
，４
３
７
円

歳
出　

17
億
２
，５
３
５
万
６
，２
２
６
円

実
質
収
支　

１
，３
０
２
万
７
，２
１
１
円

町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
き
同
意

徳
田　

寿
秋
氏（
金
沢
市
押
野
１
丁
目
）を
任
命

す
る
こ
と
に
同
意
す
る
。

▼
認
定
さ
れ
た
諮
問

人
権
擁
護
委
員
に
推
薦
さ
れ
た
深
谷　

美
津
枝

氏（
中
林
５
丁
目
）、宮
城　

邦
子
氏（
本
町
１
丁

目
）、岡
田　

外
志
枝
氏（
堀
内
３
丁
目
）に
つ
い

て
適
任
と
認
定
す
る
。

▼
可
決
さ
れ
た
議
会
議
案

・
学
校
耐
震
化
予
算
の
増
強
及
び
防
災
機
能
向
上

の
た
め
の
新
た
な
制
度
創
設
を
求
め
る
意
見
書

・
電
力
多
消
費
型
経
済
か
ら
の
転
換
を
求
め
る

意
見
書

・
議
会
の
議
決
す
べ
き
事
件
に
関
す
る
条
例

・
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
町
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例
及
び
町
議
会
事

務
局
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
町
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例
施
行
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則

・
町
議
会
会
議
規
則

・
町
議
会
傍
聴
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

平
成
23
年
第
４
回
町
議
会
　
９
月
定
例
会

議
会
だ
よ
り

　
議
会
議
案
を
含
め
た
39
議
案
と
諮
問
３
件
は
、

す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
・
認
定
・
同
意

さ
れ
ま
し
た
。
請
願
１
件
に
つ
い
て
は
不
採
択
と

な
り
ま
し
た
。

野
々
市
の
農
業
の
未
来
と
、
税
の
徴
収

川　

哲
郎　

議
員

　
町
政
全
般
に
わ
た
り
川
、西
本
、土
田
、岩
見
、大
東
、中
村
議
員
の
６
名
が
一
般
質
問

を
行
い
ま
し
た
。

　
質
問
者
と
質
問
、答
弁
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
発
言
順
）

一 

般 

質 

問
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が
い
者
の
地
域
社
会
に
お
け
る
共
生
が
強
調

さ
れ
、
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
は
可
能
な

限
り
障
が
い
者
と
そ
う
で
な
い
者
が
生
活
し
、

教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
配
慮
し
つ
つ
、

必
要
な
施
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
町
立
小
中
学
校
の

特
別
支
援
学
級
の
現
状
と
医
療
行
為
が
必
要

な
児
童
・
生
徒
の
場
合
や
、
保
護
者
が
町
立

小
中
学
校
の
通
学
を
希
望
し
た
場
合
、
町
の

受
け
入
れ
体
制
と
方
針
を
問
う
。

い
る
。
後
継
者
問
題
な
ど
様
々
な
要
因
が
考

え
ら
れ
る
が
、
増
税
に
よ
る
負
担
も
農
業
の

継
続
を
断
念
す
る
要
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
増
税
に

よ
る
負
担
を
理
由
に
、
農
地
を
手
放
す
こ
と

も
少
な
く
な
く
、
農
業
の
さ
ら
な
る
衰
退
を

招
い
て
い
る
。
固
定
資
産
税
は
安
定
し
て
い

て
、
見
込
み
や
す
く
取
り
こ
ぼ
し
に
く
く
、

取
り
や
す
い
理
由
か
ら
、
不
足
す
れ
ば
、
即

そ
の
部
分
を
増
税
す
る
よ
う
な
安
易
な
感
が

あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
公
平
性
・
公
正
性

の
観
点
か
ら
も
未
納
・
滞
納
金
に
対
し
、
更

な
る
徴
収
の
強
化
・
徹
底
、
厳
し
い
対
応
を

求
め
る
。
決
し
て
「
逃
げ
得
」
を
許
し
て
は

な
ら
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
成
果
、

未
納
・
滞
納
者
に
対
す
る
徴
収
率
、
現
状
の

問
題
点
・
課
題
は
。
農
地
が
な
く
な
る
こ
と

へ
の
危
機
感
は
。
我
が
町
の
農
業
の
未
来
に

対
す
る
町
の
見
識
、
展
望
を
示
せ
。

Ⓐ
す
べ
て
の
町
立
小
中
学
校
に
特
別
支
援

学
級
が
設
置
さ
れ
、
個
々
の
教
育
的

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
適
切
な
指
導
や
必
要
な

支
援
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
現
段
階
で
は

看
護
師
を
配
置
す
る
な
ど
一
定
の
要
件
を
整

え
て
医
療
行
為
を
実
施
す
る
考
え
は
な
い
が
、

保
護
者
な
ど
が
就
学
を
希
望
し
た
場
合
は
、

必
要
な
医
療
行
為
の
範
囲
や
保
護
者
の
医
療

行
為
へ
の
協
力
体
制
な
ど
を
就
学
指
導
委
員

会
で
十
分
検
討
し
、
判
断
し
た
結
果
を
踏
ま

え
て
対
応
し
た
い
。

Ⓐ
農
業
に
つ
い
て
は
、
水
稲
を
軸
に
野
菜
、

果
樹
な
ど
収
益
性
の
高
い
作
物
生
産
を

組
み
合
わ
せ
た
複
合
経
営
を
推
奨
し
て
い
る
。

ま
た
、
特
色
あ
る
農
産
物
生
産
の
推
奨
、
農

地
を
集
積
す
る
な
ど
経
営
規
模
の
拡
大
を
推

進
し
、
農
業
に
係
る
コ
ス
ト
低
減
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
今
後
も
関
係
団
体
な
ど
と
連
携

し
農
業
振
興
の
充
実
に
努
め
た
い
。
税
の
徴

収
に
関
し
て
は
、
平
成
20
年
度
に
高
額
滞
納

案
件
専
門
班
を
設
置
、
徴
収
嘱
託
員
２
人
を

雇
用
し
た
。
平
成
21
年
度
に
は
県
税
職
員
と

の
相
互
派
遣
、
口
座
振
替
の
再
振
替
を
実
施

し
た
。
平
成
22
年
度
の
徴
収
率
は
98
・
２
％
で

前
年
か
ら
０
・
４
ポ
イ
ン
ト
増
加
、
滞
納
繰
り

越
し
分
に
つ
い
て
は
21
・
７
％
で
７
・
７
ポ
イ

ン
ト
増
加
し
た
。
今
後
は
個
人
町
民
税
を
初

め
、
調
定
額
の
減
少
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
徴
収
強
化
が
必
要
と
考
え
る
。

Q
現
在
、
中
央
公
園
に
は
体
育
館
、
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
、
野
球
場
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

場
、
相
撲
場
な
ど
が
あ
る
が
、
体
育
館
は
築
30

年
以
上
が
経
過
し
、
老
朽
化
が
著
し
く
、
５
万

人
都
市
の
体
育
館
と
し
て
は
規
模
的
に
も
十

分
で
は
な
い
。
ま
た
近
年
競
技
人
口
の
増
加
が

著
し
い
サ
ッ
カ
ー
競
技
を
行
う
専
用
の
施
設

も
な
い
。
そ
こ
で
、
中
央
公
園
を
、
体
育
館
の

建
て
直
し
と
サ
ッ
カ
ー
場
の
新
設
を
含
め
た

「
野
々
市
総
合
運
動
公
園
」
と
し
て
整
備
せ
よ
。

Q
昭
和
30
年
４
月
１
日
の
合
併
記
念
町
民

参
加
祝
賀
パ
レ
ー
ド
は
、
町
民
の
心
が

一
つ
と
な
る
大
き
な
出
来
事
で
あ
り
、
今
日

の
野
々
市
の
礎
に
な
っ
た
と
思
う
。
百
年
に

一
度
、
一
生
一
度
の
大
変
重
要
な
節
目
で
あ

り
、
大
い
に
祝
い
、
記
憶
に
残
し
後
世
に
語

り
つ
ぐ
事
柄
で
あ
る
。
子
ど
も
と
市
民
の
多

く
が
一
同
に
集
い
共
に
参
画
し
、
一
生
の
思

い
出
と
な
る
野
々
市
市
誕
生
を
祝
う
記
念
行

事
実
施
の
要
望
書
が
、
町
を
支
え
て
い
る
連

合
町
内
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
。
市
民
参
画
の

当
日
の
記
念
行
事
の
流
れ
を
明
示
せ
よ
。

Ⓐ
市
制
施
行
当
日
の
午
前
11
時
に
町
内
小

中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、
児
童

生
徒
、
市
民
に
よ
り
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
絵
を
記

し
た
風
船
を
飛
ば
す
「
エ
コ
バ
ル
ー
ン
リ
リ
ー

ス
」
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
市
役
所
で
の
開

市
式
、
文
化
会
館
フ
ォ
ル
テ
で
の
記
念
式
典

Ⓐ
中
央
公
園
周
辺
整
備
に
つ
い
て
は
、
町

西
南
部
地
区
ま
ち
づ
く
り
基
本
調
査
で

基
本
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
調
査
に

基
づ
き
今
年
度
実
施
し
て
い
る
区
画
整
理
実

施
可
能
性
調
査
の
中
で
、
よ
り
魅
力
的
な
地

域
と
な
る
よ
う
具
体
的
な
検
討
を
し
て
い
る
。

特
別
支
援
学
級
の
現
状
に
つ
い
て

Q
本
年
８
月
５
日
に
障
害
者
基
本
法
が
改

正
し
施
行
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
、
障

に
は
、
多
く
の
市
民
に
集
っ
て
も
ら
い
た
い
。

Q
野
々
市
っ
子
と
は
ど
の
よ
う
な
子
か
。
こ

れ
か
ら
の
野
々
市
市
を
支
え
る
子
ど
も

の
育
成
は
大
変
重
要
で
あ
る
。
市
制
施
行
を
機

に
、
雑
多
な
町
か
ら
ふ
る
里
愛
の
町
へ
と
。
ふ

る
里
を
語
る
こ
と
が
で
き
る
野
々
市
っ
子
と
位

置
付
け
る
、
ふ
る
里
教
育
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

Ⓐ
学
校
教
育
の
観
点
か
ら
言
う
と
、
知
・

徳
・
体
の
調
和
の
と
れ
た
生
き
る
力
を

備
え
た
子
、
変
化
の
激
し
い
今
日
の
社
会
を

主
体
的
に
生
き
て
い
く
た
め
に
国
際
化
や
情

報
化
に
対
応
で
き
る
子
で
あ
る
。
ま
た
、
家

庭
教
育
、
ふ
る
さ
と
教
育
か
ら
言
え
ば
、
町

民
憲
章
に
表
さ
れ
て
い
る
郷
土
を
愛
す
る
子
、

伝
統
を
重
ん
じ
る
子
、
健
康
を
増
進
す
る
子
、

勤
労
を
尊
び
、
感
謝
と
奉
仕
の
心
を
持
つ
子
、

秩
序
を
守
る
子
と
考
え
る
。

野
々
市
中
央
公
園
を
総
合
運
動
公
園
に

西
本 

政
之　

議
員

市
制
施
行
記
念
行
事
の
流
れ
に
つ
い
て

土
田 

友
雄　

議
員

Q
原
発
は
人
間
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な

い
危
険
な
物
と
の
認
識
は
。
志
賀
原
発

を
再
稼
働
し
な
い
よ
う
求
め
よ
。
志
賀
原
発
事

故
を
想
定
し
た
情
報
の
周
知
方
法
や
、
子
ど
も

の
避
難
方
法
、
ヨ
ウ
素
剤
配
布
態
勢
を
講
ぜ
よ
。

Ⓐ
一
義
的
に
は
原
発
は
危
険
な
も
の
で
あ

り
、
そ
の
安
全
対
策
は
最
大
限
に
図

ら
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。
志
賀
原
発
は
県
、

志
賀
町
な
ど
で
も
そ
の
判
断
が
示
さ
れ
て
い

な
い
た
め
、
現
時
点
で
は
意
思
表
明
で
き
る

立
場
で
は
な
い
。
町
の
対
応
と
し
て
、
原
発

も
含
め
た
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
が
必
要

で
あ
り
、
現
在
、
情
報
収
集
、
調
査
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

地
域
主
権
改
革
の
影
響
を
懸
念
す
る

Q
保
育
園
の
面
積
基
準
や
、
保
育
士
の
配

置
基
準
が
廃
止
さ
れ
て
も
、
町
は
現
在

の
基
準
を
引
き
下
げ
る
な
。
自
治
体
計
画
へ
の

住
民
意
見
の
反
映
義
務
付
け
緩
和
は
、
住
民
参

加
や
情
報
公
開
を
後
退
さ
せ
る
こ
と
に
な
ら
な

い
か
。
国
の
基
準
廃
止
は
、
国
庫
負
担
金
の
削

減
に
な
り
、
町
民
に
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
維
持
か

負
担
増
か
の
選
択
を
迫
る
こ
と
に
な
ら
な
い
か
。

Ⓐ
保
育
士
の
配
置
基
準
に
つ
い
て
は
、
現

在
も
国
の
基
準
を
上
回
っ
て
お
り
、
今

後
も
町
で
条
例
を
制
定
す
べ
き
こ
と
に
つ
い

て
は
、
国
の
基
準
を
踏
ま
え
た
い
。
自
治
体

計
画
に
つ
い
て
は
、
住
民
の
意
見
を
反
映
し
、

策
定
過
程
を
含
め
公
表
し
て
い
き
た
い
。
一

Q
町
の
境
界
線
を
越
え
て
、
の
っ
テ
ィ
の

コ
ー
ス
を
上
荒
屋
な
ど
に
拡
大
、
時
間

帯
の
見
直
し
を
。
高
齢
者
だ
け
で
な
く
、
日
常

生
活
に
便
利
な
買
い
物
、
通
学
、
病
院
、
乗
り

継
ぎ
な
ど
を
コ
ー
ス
に
取
り
入
れ
て
は
ど
う
か
。

松
任
中
央
病
院
と
庁
舎
を
結
ぶ
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

の
コ
ー
ス
の
検
討
は
進
ん
で
い
る
か
。
デ
マ
ン

ド
シ
ス
テ
ム
、
共
通
カ
ー
ド
な
ど
提
案
す
る
。

Ⓐ
の
っ
テ
ィ
は
営
利
目
的
と
し
て
い
な
い
た

め
、
現
時
点
で
は
こ
れ
以
上
の
行
政
界

を
ま
た
ぐ
ル
ー
ト
設
定
は
難
し
い
。
夜
間
の
利

用
者
が
少
な
い
た
め
、
運
行
時
間
の
変
更
は
考

え
て
い
な
い
。
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
ル
ー
ト
な
ど
は

協
議
、
調
整
中
で
あ
る
。
町
地
域
公
共
交
通
活

性
化
協
議
会
で
共
通
カ
ー
ド
な
ど
利
用
性
向
上

に
向
け
た
協
議
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

子
ど
も
医
療
費
支
払
い
方
法

Q
中
学
生
ま
で
の
医
療
費
助
成
の
窓
口
支

払
い
負
担
を
減
ら
し
、
現
物
給
付
制
度

を
提
案
す
る
。

Ⓐ
県
内
市
町
が
足
並
み
を
そ
ろ
え
て
現
物
給

付
方
式
に
す
る
と
、
県
内
の
医
療
機
関
が

窓
口
無
料
化
に
な
る
の
で
、
子
ど
も
の
健
康
管

理
が
よ
り
図
り
や
す
く
な
る
と
考
え
る
。
今
後

も
国
や
県
に
対
し
、
強
く
要
望
し
て
い
き
た
い
。

ゼ
ロ
円
ベ
ー
ス
で
市
制
祝
賀
記
念

Q
ア
イ
デ
ィ
ア
募
集
で
、
未
来
に
つ
な
ぐ

行
事
を
創
設
、
野
々
市
市
の
魅
力
を
世

括
交
付
金
制
度
が
国
の
財
政
負
担
を
地
方
へ

転
嫁
す
る
よ
う
な
地
方
交
付
税
改
革
に
な
ら

な
い
よ
う
に
要
望
し
て
い
る
。

子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

Q
収
入
の
少
な
い
家
庭
や
手
の
か
か
る
子
ど

も
は
保
育
園
に
入
れ
な
い
事
態
も
起
こ
る

の
で
は
な
い
か
。
家
庭
や
保
育
園
へ
支
援
を
。

Ⓐ
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
に
よ
る
財

源
が
基
本
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
制
度
設

計
の
詳
細
が
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
詳
細
が
明

ら
か
に
な
り
、制
度
全
体
が
示
さ
れ
た
時
点
で
、

具
体
的
な
施
策
の
進
め
方
な
ど
検
討
し
た
い
。

子
ど
も
医
療
費
の
病
院
窓
口
無
料
化
に
つ
い
て

Q
県
議
会
で
、
窓
口
無
料
化
を
求
め
る
請

願
な
ど
が
採
択
さ
れ
、
県
の
健
康
福
祉

部
長
は
「
市
町
の
意
見
を
踏
ま
え
て
ど
う
あ

る
べ
き
か
検
討
し
た
い
」
と
答
弁
し
て
い
る
。

窓
口
無
料
化
を
求
め
る
意
見
を
上
げ
よ
。

Ⓐ
県
内
の
医
療
機
関
を
対
象
と
し
な
け
れ

ば
効
果
が
薄
く
、
県
内
で
足
並
み
を
そ

ろ
え
る
こ
と
が
効
率
的
で
あ
る
。
ま
た
、
手

数
料
な
ど
の
経
費
が
必
要
に
な
る
こ
と
か
ら
、

県
乳
幼
児
医
療
費
助
成
事
業
補
助
金
の
改
正

や
、
国
に
お
け
る
助
成
制
度
の
新
設
な
ど
が

必
要
で
あ
る
。
今
後
も
国
や
県
に
対
し
、
強

く
要
望
し
て
い
き
た
い
。

界
に
発
信
し
て
は
ど
う
か
。

Ⓐ
行
政
が
主
催
す
る
記
念
式
典
な
ど
の
ほ

か
、
文
化
団
体
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
を
初

め
と
す
る
各
種
団
体
が
企
画
す
る
行
事
、
イ
ベ

ン
ト
な
ど
が
数
多
く
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

新
・
施
設
開
拓
案（
防
災
ゾ
ー
ン
）の
中
の

図
書
館
お
よ
び
活
動
拠
点
と
活
動
費

Q
図
書
館
を
建
設
す
る
た
め
の
課
題
は
何

か
。
女
性
団
体
や
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
な
ど
を
指
定
管
理
者
に
し
て
、
施
設
の
管

理
を
す
る
こ
と
で
、
活
動
拠
点
や
活
動
費
、
雇

用
の
場
を
作
り
、町
づ
く
り
参
加
を
提
案
す
る
。

Ⓐ
平
成
19
年
に
新
図
書
館
検
討
委
員
会
か

ら
望
ま
し
い
図
書
館
像
の
答
申
が
あ
っ

た
。
建
設
の
事
業
費
、
場
所
、
時
期
の
確
定

に
は
至
っ
て
い
な
い
が
答
申
を
尊
重
し
、
検

討
し
た
い
。
指
定
管
理
者
に
つ
い
て
は
、
公

共
施
設
の
形
態
や
目
的
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体

の
意
向
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
活
動
団
体
を
指

定
管
理
者
に
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

健
康
手
帳

Q
生
涯
持
続
可
能
な
健
康
管
理
便
利
帳
を

提
案
す
る
。

Ⓐ
手
帳
と
し
て
交
付
し
て
い
る
も
の
は
、

健
康
手
帳
と
母
子
手
帳
が
あ
る
。
こ
れ

ら
は
年
齢
や
期
間
が
限
定
さ
れ
て
お
り
、
生

涯
を
通
じ
て
活
用
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

生
涯
の
デ
ー
タ
を
記
録
す
る
に
は
膨
大
な

原
発
の
危
険
性
の
認
識
と
町
の
対
策
を
問
う

岩
見　

博　

議
員

公
共
交
通
経
路
拡
張
案
に
つ
い
て

大
東 

和
美　

議
員
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デ
ー
タ
に
な
る
こ
と
か
ら
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど

を
使
っ
た
シ
ス
テ
ム
の
活
用
が
必
要
に
な
る

が
、
内
灘
町
に
お
い
て
開
設
さ
れ
て
い
る
サ

イ
ト
が
誰
で
も
利
用
で
き
る
こ
と
か
ら
、
当

町
で
も
活
用
に
向
け
て
Ｐ
Ｒ
し
た
い
。

Q
中
心
市
街
地
活
性
化
計
画
の
作
成
後
、

政
府
へ
の
認
定
申
請
お
よ
び
協
議
会
を

設
置
の
上
、
ま
ち
づ
く
り
会
社
や
中
心
市
街
地

整
備
機
構
に
よ
る
積
極
的
事
業
の
推
進
を
図
れ
。

Ⓐ
旧
役
場
庁
舎
周
辺
の
土
地
利
用
に
つ
い
て

は
、
事
業
区
域
、
整
備
施
設
な
ど
の
検
討

を
し
て
い
る
。
事
業
化
す
る
際
に
は
地
元
の
思
い

や
理
解
、
負
担
が
必
要
と
な
る
。
本
町
地
区
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
地
元
住
民
や
関
係
者

か
ら
意
見
を
聞
き
、
さ
ら
に
調
査
を
深
め
た
い
。

行
政
用
パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
被
災
者　

支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
つ
い
て

Q
総
務
省
が
無
償
提
供
を
行
っ
て
い
る
災

害
非
常
時
の
各
種
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
を
支
援
す
る
行
政
用
パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
「
被

災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
」
の
導
入
を
求
め
る
。

Ⓐ
有
効
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
が
、
住
民
情

報
と
の
デ
ー
タ
連
携
費
用
負
担
が
大
き

い
な
ど
、
多
く
の
課
題
が
あ
る
。
他
の
防
災

シ
ス
テ
ム
導
入
と
の
優
先
順
位
な
ど
も
含
め
、

調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
。

町
消
防
団
全
分
団
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
「
自
動

体
外
式
除
細
動
器
」
の
配
備
に
つ
い
て

Q
災
害
現
場
で
の
救
命
機
会
の
多
い
消
防

団
へ
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
配
備
を
急
げ
。

Ⓐ
第
１
分
団
に
は
す
で
に
配
備
し
て
い
る

が
、
そ
の
他
の
分
団
に
お
い
て
も
、
今

後
配
備
し
て
い
き
た
い
。

旧
役
場
周
辺
の
本
町
地
区
再
開
発
に
つ
い
て

中
村 

義
彦　

議
員

■
町
社
会
福
祉
協
議
会
基
金
へ

▽
虎
井　

葉
子
様	

10
万
円

▽
椿
荘
１
円
玉
募
金
よ
り	

３
７
，６
４
０
円

入 

札 

結 

果

１
０
０
０
万
円
以
上
（
税
込
み
）　

９
月
分
入
札

■
住
宅
宅
地
化
促
進
事
業　

扇
が
丘
９
号

線
道
路
改
良
工
事

予
定
価
格　

２
１
６
３
万
円

落
札
金
額　

２
０
６
２
万
２
千
円

落
札
者　

㈱
北
野
組

■
都
市
公
園
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業　

押
野

中
央
公
園
外
遊
具
設
置
工
事

予
定
価
格　

１
１
７
６
万
円

落
札
金
額　

１
１
０
２
万
５
千
円

落
札
者　

㈱
河
合
組

■
野
々
市
町
北
西
部
土
地
区
画
整
理
事
業

　

区
画
街
路
築
造
工
事
第
77
工
区

予
定
価
格　

１
７
６
４
万
円

落
札
金
額　

１
６
４
８
万
５
千
円

落
札
者　

み
の
り
建
設
㈱

■
下
水
道
既
設
管
路
施
設
耐
震
化
工
事　

第
１
工
区

予
定
価
格　

１
３
４
４
万
円

落
札
金
額　

１
２
１
８
万
円

落
札
者　

北
興
建
設
㈱

■
白
山
石
川
広
域
事
務
組
合
関
係

旧
消
防
本
部
土
地
及
び
建
物
売
却（
白
山

市
徳
丸
町
37
番
地
１
）

最
低
売
却
価
格　

４
３
９
０
万
円

落
札
金
額　

９
５
６
０
万
円

落

札

者　

㈱
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム

議 

会 

活 

動
９
月
16
日
～
10
月
15
日

■
９
月

16
日	

決
算
特
別
委
員
会

20
日	

決
算
特
別
委
員
会

22
日	

定
例
会
（
討
論
・
採
決
）

27
日	

白
山
石
川
医
療
企
業
団
議
員
管
内
視
察

28
～
30
日	

産
業
建
設
常
任
委
員
会
行
政
視
察

■
10
月

３
日	

県
町
村
議
会
議
長
会
議
長
協
議
会

	

議
員
公
務
災
害
補
償
組
合
議
会

４
～
６
日　

総
務
常
任
委
員
会
行
政
視
察

12
日	

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会

13
～
14
日　

県
町
村
議
会
議
長
会
臨
時
総

会
・
県
内
行
政
産
業
視
察

ご 

寄 

附あり
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

10月２日㈰、町内４地区で運動会が開かれま
した。小雨もぱらつく天気でしたが、会場は
熱気で溢れていました。

本町　むかで競争

富奥　かけっこ

地区 優勝 準優勝 第３位

本町 本町５丁目 本町６丁目 高橋

富奥 粟田 新庄
３、４、５丁目

新庄
１、２丁目

郷 二日市・長池 堀内 稲荷

押野 丸木 御経塚 押野 押野　フリスビーペットボトル倒し

地 区 動運
会

　榊原校長は式辞として、未
来の50年を担うののいちっ子
の育成を誓うとともに、児童
代表の小和瀬太一さんも元気
に喜びの言葉を述べました。
また、同校の音楽教諭が作曲
し、児童みんなで作詞した合
唱「銀もくせいのある学校」
を初披露しました。

野々市小学校50周年

　「一村一心」の字を掲げ、「富
奥地区に残る大切な心を忘
れずに」と式辞を述べた藤森
校長。児童を代表して水野真
佑さんが学校生活の思い出を
語りました。式の後、卒業生
でプロのサクソフォーン演奏
者・作田聖美さんのコンサー
トが開かれました。

富陽小学校30周年

10
月
15
日
㈯
、
両
校
で
記
念
の
年
を
祝
う
式
典
が
、

各
校
体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　昨年１月より、町内小中学校で車いすとの引き換えを目指
し集めたプルタブが今年９月に地域住民や事業所に協力して
いただいた分も合わせ1200㎏となりました。10月３日㈪には、
町役場にて、各校児童生徒の代表者に念願の車いす第１号が
披露されました。窓口となっていた町社会福祉協議会の宮崎

理事長は、「小さな力がまとまって車
いすという形で願いが実現しました。
２台目を目指してこれからも取り組
んでください」とお礼を述べました。
この車いすは町老人福祉センター椿
荘で貸し出し用として使われます。

善意が形に！車いす第一号を披露
　９月８日㈭、新庄４丁目地
内に新庄花の木台公園が開設
されました。これは、県が
行ってきた二級河川高橋川の
改修工事に伴い、平成21年８
月に用途が廃止された都市公
園をリニューアルしたものです。面積は以前の839㎡か
ら1026㎡に広がり、遊具も増え、子どもたちや地域の人
にとって交流の場としてこれまで以上の利用が期待され
ます。

新庄花の木台公園がリニューアル

郷　子どもリレー

　昭和30年代は新生野々市町が誕生。野々市小学校
と野々市中学校の校舎が、１町３村が統合した町の
シンボルとなりました。
　昭和40年代の人口の急増は学校のマンモス化をも
たらし、昭和52年には野々市小学校は２千百人余名に。
　昭和50年代には、適正規模の学校をめざして、その
整備が行われ、現在の小学校５校、中学校２校の町の
姿になりました。 ※赤字は中学校、黒字は小学校

31年４月	 野々市中学校と富奥中学校が統合し野々
市中学校に

31年10月	 野々市中学校の校舎完成
	 郷地区、野々市中に転校
32年４月	 押野地区、野々市小学校に転校
	 押野地区、野々市中に転校
36年４月	 野々市小学校と富奥小学校が統合し野々

市小学校に
37年４月	 郷小学校の一部が野々市小学校に統合
37年９月	 野々市小学校の校舎完成
49年10月	 野々市中学校新校舎完成
53年４月	 野々市小から御園小学校分離
56年４月	 野々市小から菅原小学校分離
57年４月	 野々市小から富陽小学校分離
59年４月	 野々市小から館野小学校分離
	 野々市中から布水中学校分離

昭和の小中学校の変遷
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地域の底力地域の底力
～高齢者などの安心を
　　みんなで守ろう～
～高齢者などの安心を
　　みんなで守ろう～

…25

　
「
地
域
座
談
会
」
が
８
月
よ
り
ス
タ
ー

ト
し
、
多
く
の
住
民
が
参
加
し
て
い
ま

す
。
今
月
は
、
地
域
座
談
会
の
中
間
報

告
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

地
域
座
談
会
で
は
、
み
ん
な
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
の
第
１
歩

と
し
て
、「
う
ち
の
地
域
で
は
こ
ん
な
い

い
活
動
が
あ
る
！
」、「
日
々
の
暮
ら
し

で
こ
ん
な
こ
と
が
不
安
…
」、「
地
域
で

も
っ
と
こ
ん
な
取
り
組
み
が
あ
れ
ば
い

い
の
に
」
な
ど
を
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
近
所
の
人
を
お
誘
い
合
わ
せ

の
う
え
、
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

地
域
座
談
会
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り

◦
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
話
が
聞
け
て
参
考
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
課
題
と
し
て
、
成
功

し
た
例
な
ど
参
考
に
し
て
少
し
で
も
良
い
方

向
に
行
く
よ
う
、
皆
で
知
恵
を
出
し
合
っ
て

い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

◦
付ふ

箋せ
ん

方
式
の
参
加
型
座
談
会
は
お
も
し
ろ

い
。

◦
な
か
な
か
解
決
で
き
な
い
問
題
も
あ
る
が
、

一
歩
一
歩
考
え
て
い
き
た
い
。

あ
な
た
の
意
見
が
、
野
々
市
を
創
る
!!

地
域
福
祉
計
画
・
地
域
福
祉
活
動
計
画
地
域
座
談
会

日　程 会　場 該当する町内会

11月 7日 ㈪ 保健センター 三納、矢作
11月 9日 ㈬ あすなろ団地集会所 あすなろ団地
11月14日 ㈪ 粟田公民館 粟田
11月17日 ㈭ 押野公民館 押野、押野丸木

11月の地域座談会日程（開催時間19：00～20：30）

日　付 会　場 町内会 人数

１ 8月17日 町交遊舎 御経塚・あやめ 35
２ 8月23日 町青少年センター 扇が丘・住吉・菅原 44
３ 8月25日 菅原団地集会所 菅原団地 15
４ 9月 9日 新庄町内会館 新庄３、４、５丁目 17
５ 9月12日 太平寺会館 位川・太平寺 31
６ 9月19日 新庄1丁目公民館 新庄１、２丁目 31

７ 9月22日 町中央公民館 本町１、２、３丁目・本町１丁目（県
住）・若松町・横宮町・高橋町 26

８ 9月26日 カメリア 藤平・藤平田１丁目、２丁目・下林 22

９ 9月29日 町富奥公民館 中林・中林丸の内・上林・末松・清
金・清金３丁目 32

地域座談会の開催状況（8月17日～9月29日開催分）

地域座談会は、どなたでも自由に参加できます。ご近所お誘い合わせのうえ、ご参加をお願いします。
問い合わせ　しあわせ支援課　☎227−6063　　　町社会福祉協議会　☎246−0112

↑御経塚・あやめ町内会の座談会。１人１人が意見を付
箋に書いて話し合っている様子

野
々
市
じ
ょ
ん
か
ら
の
里

マ
ラ
ソ
ン
大
会

第30回

第30回野々市じょんからの里マラソン大会成績表
一般の部10キロ

順位 氏名 市町

第1部
男子
29歳
以下

1 町田　宣人 小松市
2 末冨　貴之 野々市町
3 金丸　聡寛 野々市町
4 澤田拳志郎 白山市
5 山崎　昌寛 能美市
6 永下　賢太 野々市町

第2部
男子
30〜
39歳

1 﨑出　　光 穴水町
2 岡島　憲孝 金沢市
3 坂本　真樹 野々市町
4 砂田　宏和 白山市
5 小杉　哲正 金沢市
6 谷　　将和 野々市町

第3部
男子
40歳
以上

1 出海　　立 能美市
2 内田　典夫 金沢市
3 森田　達也 穴水町
4 新出　光男 珠洲市
5 飴山　敏克 小松市
6 山口　　智 野々市町

第4部
女子
共通

1 室　　瑞季 白山市
2 山下　明子 白山市
3 松山佑希子 白山市
4 吉田　詩子 白山市
5 坂田　和恵 金沢市
6 松村　美奈 金沢市

小学生男子の部2キロ
順位 氏名 所属

1 橋本　一輝 菅原ミニバス
2 的場　翔大 野々市学童野球
3 今村　優太 館野学童野球
4 塚村　慶太 野々市ジュニアサッカー
5 丸田　悠斗 菅原少年サッカー
6 坂下　　陸 菅原少年サッカー
7 川西　直哉 富陽サッカー
8 中道　　滉 菅原ミニバス
9 蓮野　拓実 野々市学童野球
10 江川　碧斗 野々市ジュニアサッカー

小学生女子の部2キロ
順位 氏名 所属

1 能村　寧々 菅原ミニバス
2 中野　杏香 野々市ミニバス
3 中内亜弥佳 御園ミニバス
4 津田美由季 御園ミニバス
5 佐藤　　萌 野々市ミニバス
6 森　　佳那 野々市ミニバス
7 今川　祐里 野々市ミニバス
8 小竹　真愛 館野ミニバス
9 伴　　千聖 野々市ミニバス
10 諏訪めぐみ 菅原ミニバス
トリムジョギングの部3.1キロ

順位 氏名 市町
1 大杉　一也 金沢市
2 安田　賢次 川北町
3 百々　浩之 野々市町
4 江端　　徹 野々市町
5 貝野　　亨 金沢市
6 吉岡　庄治 津幡町

中学生男子の部3キロ
順位 氏名 所属

1 坂口　真心 野々市水泳
2 今村利輝人 布水陸上
3 横地　　凌 布水陸上
4 永江　経陽 布水陸上
5 酒井　達晶 布水男子バスケ
6 島　　佑樹 布水陸上
7 濱本　神威 野々市陸上
8 織田　雅広 野々市野球
9 久保　凱斗 布水サッカー
10 三原蓮之介 布水サッカー

中学生女子の部3キロ
順位 氏名 所属

1 片山　千里 野々市陸上
2 横山しおん 布水女子バスケ
3 近藤　菜月 布水女子バスケ
4 岩田　麻央 布水陸上
5 吉田　早希 野々市陸上
6 北野　朱音 布水女子バスケ
7 北又　莉来 布水女子バスケ
8 橋場　美香 布水女子バスケ
9 泉　斐佳利 布水女子バスケ
10 杉田　枝穂 布水陸上

一般の部5キロ
順位 氏名 市町

第５部
男子
39歳
以下

1 大坪　赳志 金沢市
2 谷川　史弥 野々市町
3 下川　義博 坂井市
4 北島　宏幸 能美市
5 山本　勝久 野々市町
6 坂本　英人 加賀市

第6部
男子
40〜
59歳

1 高橋　　達 金沢市
2 米谷　　誠 金沢市
3 中野　善人 金沢市
4 松山　和能 津幡町
5 吉田　　諭 加賀市
6 宮崎　　明 金沢市

第7部
男子
60歳
以上

1 紺谷　繁次 かほく市
2 下川総一郎 金沢市
3 小森　正幸 穴水町
4 木下　　廣 金沢市
5 三宅　正憲 白山市
6 西川　　衛 白山市

第8部
女子
34歳
以下

1 奈良未沙希 野々市町
2 川口　直子 金沢市
3 ｱﾘｿﾝ ﾏｸﾌｧｰﾗﾝﾄ゙ 野々市町
4 徳村友里恵 白山市
5 原田　梨加 金沢市
6 岡部　仁美 野々市町

第9部
女子
35歳
以上

1 中田　　愛 白山市
2 宮崎　　円 金沢市
3 藤田　祐美 金沢市
4 新屋麻里子 金沢市
5 河上久美子 白山市
6 野﨑　貴子 白山市

　

10
月
16
日
㈰
、
じ
ょ
ん
か
ら
の
里
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
今
年

も
開
催
さ
れ
、過
去
最
多
の
一
三
四
七
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
野
々
市
明
倫
高
校
か
ら
小
西
俊
章
君
と
寺
口

葉
子
さ
ん
が
同
校
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
「
り
ん
君
」「
め
い
ち
ゃ

ん
」
の
パ
ネ
ル
を
持
っ
て
選
手
宣
誓
を
し
ま
し
た
。
時
折
、

雨
も
降
る
あ
い
に
く
の
天
気
で
し
た
が
、老
若
男
女
問
わ
ず
、

今
年
も
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
さ
わ
や
か
な
汗
が
光
っ
て
い
ま
し

た
。
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皆さんの周りの楽しい話題やイベントなどの情報を教えてください。広報情報課（☎227− 6056）

野々市の発展を願って
町職員退職者による記念植樹

　10月13日㈭、市制施行を記念して、町役場職員退職者
「つばき会」から町花木つばき（品種ののいち）が寄贈さ
れました。あらみや公園には、会員と、町関係者ら約30
人が集まり、植樹式が行われました。会長の櫻井輝男氏は、
「野々市市誕生に多くの住民が期待しています。立派な市
の実現に向けて取り組んでいただきたい」と期待を込めて
話しました。
　11月11日㈮には、東京野々市会と関西野々市会も記念植
樹を予定するなど、様々な各団体が記念の行事を行います。

シャッターチャンスはじっと待て
ママはカメラマン！

　遊ぶパパと子どもをママが撮影し、その写真をプロカメラ
マンに講評してもらう撮影会が、10月８日㈯にかほく市の西
田幾多郎記念哲学館で開かれました。この日は、町の4組の
親子を含む50組が参加しました。講師の能登の風景写真家・
中乃波木さんは、「子どもの一瞬の表情をとらえるためには、
じっと待つことが大事」とママにアドバイスしていました。
　これは、県内の３市３町からなる石川中央広域圏男女共同
参画推進協議会が、男性の育児参加を促そうと企画したも
ので、カメラを向けられてはにかむパパが多く見られました。

できたよ! 初めての稲刈り
カメリア親子体験塾

　９月25日㈰、中林地内の田んぼで親子11組とカメリア・
パルの会の会員が稲刈りをしました。５月に植えたコシヒカ
リはすっかり実り、倒れかかった稲穂と初めての鎌に苦戦
しながらも、実りの秋を満喫しました。稲はこの日から天日
干しされ、10月中頃には、おいしい新米が家族の元に届き
ました。この事業には、県立大ビオトープ研究会の学生も
参加し、稲刈りの後、子どもたちと生き物探しを行いました。
刈田の中でたくさんの昆虫やカエルなどを見つけ、生き物
と共生しながら米作りが行われていることも体験ました。

旧北国街道のお宝を再発見!!
野々市の歴史まちあるき

　本町通りの街並みが整備されたことを記念して、10月
８日㈯と９日㈰の２日間、非公開の文化財が特別公開され
ました。町内外から多くの見学者が訪れ、かつての北国街
道のにぎわいをとりもどしたかのようでした。
　８日には、歴史講演会も開催され、80人が参加。講師
の木越隆三さん（町文化財保護審議会委員）は未公開文化
財の歴史解説を行いました。解説を終えた木越さんは「野々
市は文化財が多く残っている。本町通り沿いの町家の建物
もおもしろい」とのことでした。

活気みなぎる当時の市を再現
北国街道　　野々市の市

　10月９日㈰本町通りで、「北国街道　野々市の市」が開
かれました。地元商店などの屋台や手作りの店が並び、買
い物や歴史的な家屋を訪れる人を楽しませていました。歩
行者天国となった通りでは、野々市じょんから節保存会の
お囃

は や し

子と唄に合わせて、夏祭りで入賞したチームなどが通
りで踊りました。また、本町２丁目の野菜みこしも練り歩
き、本町３丁目の獅子舞も勢いよく舞い、にぎわいに華を
添えました。

世代間交流でにぎわうまち
お年寄りと子どものフェスティバル2011

　お年寄りと子どもが触れ合う場として、９月25日㈰に、
老人福祉センター椿荘周辺で町社会福祉協議会主催のフェ
スティバルが開かれました。秋晴れの会場には、縁日や福
祉ショップ、食べ物コーナーなどが並び、たくさんの人が
訪れていました。手作りコーナーでは、お年寄りが先生に
なって子どもたちにおもちゃ作りを指導。世界に一つだけ
の竹とんぼやストラップに、子どもたちは瞳を輝かせてい
ました。また今年は、子どもじょんからや劇団nono（のの）
が、初出演しました。
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こんにちは。子育て支援センター菅原は、月～土曜日、
未就園児親子を対象にあそびの広場を開放してい

ます。広場は、和やかな雰囲気の中で、子どもと一緒に
遊んだり親同士が交流したりと気軽に集える場です。

「子育ては大変だけれど仲間ができた」「ここに来
れば誰かに会える」「子どもとゆったりと向き

合える」などの声が聞かれます。子育ての不安や心配な
ど、一緒に考えたり話をすることで「ちょっと気持ちが
楽になった」と表情が和らいできます。　

母親、子ども同士が友だちとなり「こんにち
は！」「元気だった？」など人と人との出会

いにつながり、視野が広がっています。

また、年７回、交遊舎で移動支援センターの開
設をしています。あそびの広場や絵本BOX

ハウスでの貸し出しをする中、親子でゆったりと
絵本を読んでいる微笑ましい姿が見られます。

これからも子育て家庭を元気づけていき、子育
ての楽しさを発信していきたいと思います。

図書館お役立ち情報：「野々市町立図書館利用者カード」は、市制移行後もそのままお使いいただけます。

● 子ども向け

『ピーターラビットのおはなし』
ビアトリクス・ポター／作・絵

福音館書店

お母さんのいうことを聞かず、
うさぎのピーターは、畑のやさ
いを食べてしまいました。それ
で、人間に追いかけられ、服ま
で取られてしまって…。

● 大人向け

『坂の上の雲』歴史紀行
JTBパブリッシング

よく出来ると評判の秋山兄弟の
３番目と５番目だった好古・真
之、学生時代は野球に夢中だっ
た正岡子規らの魅力的な人物像
から、明治の戦争の開戦から終
結までの経緯、時代背景を豊富
な写真と図で伝える。

子育て支援センター菅原
あそびの広場から

野 々 市 検 定
～新しい発見があるかも!?～⑧

　町の魅力を伝える野々市検定第８弾。広報ののいち、野々
市じょんからまつり、町と姉妹都市提携を結んでいる市にまつ
わる問題を作成しました。楽しみながら挑戦してみてください。

〈1問目〉野々市公民（現　広報ののいち）の第１号はい
つ発刊されたか。
Ａ.昭和30年　Ｂ.昭和31年　Ｃ.昭和32年　Ｄ.昭和33年

〈2問目〉昭和57年の第１回「野々市じょんからまつり」
はどこで行われたか？
Ａ.金沢工業大学周辺　　Ｂ.中央公園周辺
Ｃ.中央公民館周辺　　　Ｄ.文化会館フォルテ周辺

〈3問目〉町と姉妹都市提携を結んでいるのはニュージー
ランドの何市？
Ａ.ウエリントン市　　Ｂ.オークランド市
Ｃ.ギズボーン市　　　Ｄ.クライストチャーチ市

正解は

18ページで

歌手になりたい

山本　はるかさん
野々市小学校１年

消防士になりたい

橋本　悠人くん
野々市小学校１年

わ
た
し
の

夢

ぼ
く
の

夢

本町2-14-6（☎248-8099）

開館時間　10：00〜19：00（土日は17：00まで）

休 館 日　毎週月・祝日

町立図書館 ● 今月のおはなし会

とき：11月12、26日㈯
　　　午前11時から
場所：児童図書コーナー

● 今月の展示図書

テーマ『日記』
※展示期間中は貸出でき
ませんので、予約をお願
いします

◆ご融資額 最高1,000万円
◆ご返済期間 最長１０ 年
◆ご返済方法 毎月返済または毎月返済・ボーナス返済の併用
※保証機関によっては、年６.１０％（保証料年３.０％を含む）
となる場合があります。
※２０１１年８月１日現在適用中。
※審査の結果ご希望に添えない場合もございますのでご了承く
ださい。

楽しい絵本や紙芝居の
読み聞かせです。

誰でも自由に
参加できます。

全国に発信！
町キャラクターのっティがお菓子に！

のっティの新商品を紹介！

今年春ごろから考え始め、９月に完成
した自信作！
のっティの焼き印をきれいに入れるた
めおやきを採用。カスタードプリンが
たっぷり詰まった味わい深い一品。

ジョアン（三納）
やわらかおやき　のっティぷリン

２学期から町内７
小中学校で給食用
牛乳パックにのっ
ティが登場。
かわいらしいキャ
ラクターが子ども
たちの食欲をそそ
ります。

明治乳業（堀内）
小中学校の給食に「のっティ牛乳」

御園小１年生。

しっとりと甘さ控えめのつぶあんをふっく
らしたどら焼きの皮で包んだ自慢の一品。

加幸庵（中林）
のっティどら焼き

もち米で作ったせんべいは、サクッと軽い口
当たりに。抹茶、砂糖、黒砂糖、シナモンの
４種類。

のっティせんべい

予　約　11月８日㈫から　月〜金曜日9：00〜17：00に住
所・氏名・電話番号・枚数・引渡し場所をお知らせください。
引き渡し　12月１日㈭〜７日㈬（土日を除く）にご希望
の引渡し場所で行います。
販売価格・販売総数　１枚50円、３万枚（先着順）
申し込み・引き渡し場所
町商工会（販売元）246-1242	 野々市郵便局　248-0989
富 奥 郵 便 局　248-0988	 太平寺郵便局　248-5001
扇が丘郵便局　246-3400	 御 園 郵 便 局　294-1519
押 野 郵 便 局　246-0650	 下 林 郵 便 局　227-0710

オリジナル年賀はがきを販売します
―年賀状で野々市市誕生をPRしませんか―

11月からは
商工会で販売

「ツバキ」

野々市市
誕生

の  の  い  ち  し

市花木

2011年11月11日

野々市市 誕生

「ツバキ」

野々市市
誕生

の  の  い  ち  し

市花木

2011年11月11日

野々市市 誕生

PR部分

市内郵便局も市制を応援
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リレー方式で町民の方々を紹介しています

人ののいち
“いきいき” 66

野々市町で暮らしてどうですか？
野々市に住んで９年目になります。お互いの実家
が近いこともあって野々市に決めました。不便なと
ころもないし、過ごしやすいところだと思います。
広報についてのご意見？
子どもに関する記事を中心に目を通しています。
以前は、支援センターの記事を読んでイベントに
参加したこともありました。休日当番医のページ
は必ず見えるとこに貼っています。
自分の性格を一言であらわすと？
大ざっぱところですかね。
趣味やリフレッシュ方法はなんですか？
料理ですかね。離乳食を作る時や、食材を買って
きて下ごしらえをしてるときが楽しいですね。ほ
かには、韓国ドラマを見たり、ママ友とおしゃべ
りをするのが、いいリフレッシュになっています。
目標やチャレンジしてみたいことは？
下の子が歩けるようになったら、ピクニックに行きた
いです。あとは、東京ディズニーランド25周年の時に
行ったのですが、すごく楽しかった思い出があるので、
今度は30周年記念の時に行きたいと思っています。

田中　夕子さん／稲荷
【右から】大輔さん、暖陽くん、心暖くん

思いやりのある子に
育ってほしい

【今月の表紙】
　野々市町56年の歴史に幕を閉じ、11
月11日には野々市市の新たな歴史が始
まります。表紙は、野々市市誕生のぼ
り旗と庁舎南側の塔。
　青空に向かって長くそびえたつ様と
風になびき張った様から、野々市市が
これからも元気に発展、飛躍していく
姿を想像しました。

野 々 市 検 定　（問題は16ページ）

【第1問】A	 昭和30年７月１日発行。

【第2問】C	 “笑顔でふれあうみんなのつどい”をテーマに８月１、
２日の両日開催された。桂三枝・リリーズによる芸能
ショーやのど自慢大会などが行われ、大勢の人が集ま
りにぎわいを見せた。

【第3問】C	 平成２年３月30日にギズボーン市議場で調印式が行
われた。

新
市
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）粟
田
２

中
野　

勝ま
さ

斗と

成
敏静

）粟
田
２

川
端　

菜な

月つ
き

圭
一

由
香
里

）本
町
３

吉
川　

琴こ
と

梨り

圭
介
千
鶴

）上
林
４

佃　
　

恵け
い

都と

貴
裕泉

）三
日
市
町

勘
田　

美み

桜お

洋
平

絵
梨
子

）稲
荷
２

本
田
弥や

太た

郎ろ
う

一
倫

祐
希
子

）二
日
市
町

南　
　

勇ゆ
う

真ま

慎
太
郎
恵
里

）押
野
６

小
堤
貴き

梨り

花か

貴
之

由
華
里

）押
越
１

杉
野　

優ゆ

空ら

大
樹
好
恵

）粟
田
１

勝
田　

光こ
う

也や

哲
也

由
美
子

）堀
内
５

德
丸　

魁か
い

星せ
い

健
裕
美

）矢
作
４

宮
岸　

大た
い

雅が

卓
也

由
香
里

）稲
荷
２

林　
　
　

葵
あ
お
い

愼
一
郎
香
織

）御
経
塚
３

開
田　

誠ま
さ

人ひ
と

丈
意

真
優
美

）新
庄
２

中
村
佐さ

智ち

子こ

俊
博
幸
江

）矢
作
２

吉
本　

愛あ
い

梨り

淳
一
奈
津

）粟
田
３

南
出　

透と
う

哉や

康
志
里
美

）矢
作
３

村
上　

立た
つ

樹き

武
志
典
代

）本
町
６

北
川
龍

り
ゅ
う

之の

介す
け

貴
章
美
里

）徳
用
町

龍
瀧　

壮そ
う

真ま

穣

英
里
子

）新
庄
３

福
塚　
　

蘭ら
ん

勝
亨
子

）御
経
塚
１

北
村　
　

旭
あ
さ
ひ

忠
典
千
怜

）押
野
５

前
田
菜な

な

こ
々
子

崇
志

絵
里
子

）矢
作
３

渡
邊　

理り

功く

哲
也

な
ぎ
さ

）下
林
３

石
村　

風ふ
う

華か

照
和舞

）三
日
市
町

木
村　

駿は
や

斗と

征
史
史
絵

）押
野
５

中
川　

茉ま

な奈

高
志
香
織

）御
経
塚
５

小
橋　

柚ゆ

月づ
き

直
崇
綾
乃

）中
林
１

小
西　

悠ゆ
う

太た

健
太

望
由
紀

）野
代
３

下　
　

直な
お

生き

剛
志

裕
美
子

）三　
納

吉
井　

彩い
ろ

華は

大

か
お
る

）粟
田
２

中
宮　

果か

杏な

正
人舞

）新
庄
２

石
田　

航こ
う

大た

和
正
美
紀

）藤
平
田
１

前　
　

聡さ
と

道み
ち

友
和
佳
子

）菅
原
町

今
村　

咲さ

里り

直
希
麻
希

）押
野
２

石
川
稀き

陽ひ

路ろ

潤
一
郎

佳
奈
子

）徳
用
町

橘　
　

咲さ

き希

雅
俊 

友
恵

）三
日
市
町

多
田　

圭け
い

吾ご

宏
行 

紀
子

）菅
原
町

木
下　

優ゆ
う

羽は

英
史 

由
利
香

）粟
田
３

山
下　

友ゆ
う

輔す
け

京
平 

香
奈

）三　
納

砺
波
承

し
ょ
う

太た

郎ろ
う

寛 

美
紀

）押
野
７

横
山　

采こ
と

音ね

翔 

奈
穂
子

）矢
作
１

山
崎　

蒼そ

空ら

航 

恭
子

）下
林
１

笹
木　

啓け
い

吾ご

裕
嗣 

悦
子

）本
町
５

川
端　

蒼そ
う

汰た

義
之 

奈
鶴
子

）押
越
１

川
畑　

和わ

玖く

忠
則 

鈴
香

）太
平
寺
３

片
田　

千ち

晴は
る

晶 

明
子

）押
野
１

出
店　
　

陸り
く

大 

純
子

）三　
納

加
納　

一ひ
と

葉は

成
行 唯

）下
林
３

小
嶋　

楓ふ
う

也や

孝
和 

明
美

）藤
平
田
１

酒
井　

葵き

衣い

健
治 

理
栄

）御
経
塚
１

岡
田　

孔こ
う

明め
い

慎
平 

真
沙
代

）新
庄
３

髙
橋　

結ゆ

愛あ

康
二 

昌
代

）扇
が
丘

里
谷　

圭け
い

太た

祐
弘 

育
子

）押
野
６

中
屋　

詩し

穂ほ

達
典 

順
子

）若
松
町

上
川　

咲さ

紀き

聡 

香
織

）押
越
１

た
か
さ
ご

　

氏
　
名
　
　
　
前
住
所

住
　
所

西
脇　

一
憲　
二
日
市
町

田
川
亜
紗
美　

福
井
県
）二
日
市
町

石
橋　

達
典　

新
庄
４

紺
谷　

真
季　
二
日
市
１

）郷　
町

中
谷　

智
也　

能
登
町

竹
内　
　

渚　

稲
荷
１
）稲
荷
１

冨
原　

拓
也　

金
沢
市

寺
川
み
ゆ
き　

川
北
町
）二
日
市
町

畝　
　

貴
之　

堀
内
５

西
出　

弓
子　

堀
内
５
）堀
内
５

吉
田　
　

駿　

津
幡
町

西
尾
沙
貴
子　

小
松
市
）粟
田
１

村
井　

聡
志　

押
野
２

神
田
恵
里
奈　

押
野
２
）押
野
２

北
村　
　

健　

粟
田
２

安
田　

郁
乃　

粟
田
２
）粟
田
２

竹
中　
　

悟　

金
沢
市

中
口　

理
紗　

金
沢
市
）住
吉
町

三
枝　

智
也　

粟
田
３

中
野
み
ゆ
き　

白
山
市
）粟
田
３

島
田　

清
司　

金
沢
市

吉
田　

仁
美　

福
井
県
）新
庄
３

室
賀　
　

勝　

新
庄
５

園　
　

光
実　

金
沢
市
）新
庄
５

橋
場　

祐
介　

本
町
１

山
本　

祐
子　

白
山
市
）本
町
１

久
保　

憲
一　

金
沢
市

谷
川　
　

梢　

群
馬
県
）御
経
塚
３

古
源　

太
一　

末
松
１

生
駒　

法
子　

金
沢
市
）末
松
１

幸
田　

拓
也　

金
沢
市

井
納　

麻
優　

金
沢
市
）徳
用
町

石
田　
　

衛　

新
庄
３

生
駒
真
由
美　

新
庄
３
）新
庄
３

杉
本　

敏
秀　

能
美
市

橋
本　

麻
美　

白
山
市
）郷　
町

増
馬　

靖
昭　

金
沢
市

金
岩　

紘
子　
中
能
登
町

）住
吉
町

加
納　

正
之　

押
野
５

萩
原　

久
美　

押
野
５
）押
野
５

鈴
木　

康
生　
御
経
塚
１

大
津
け
い
子　
御
経
塚
１

）御
経
塚
１

岩
﨑　

将
仁　

押
越
２

黒
田
真
奈
美　

津
幡
町
）押
越
２

南　

有
寿
元　
三
日
市
町

向　

美
沙
緒　

金
沢
市
）二
日
市
町

お
く
や
み

氏
　
名

住
　
所

年
　
齢

表　
　

和
夫
藤
平
田
２

81
歳

加
東　

芳
美

新
庄
４

68
歳

忠
村　

広
志

粟
田
３

54
歳

中
野　
　

武

中
林
１

82
歳

村
井　

由
子

押
野
３

85
歳

新
木　

末
子

粟
田
１

88
歳

平
谷　

正
一

若
松
町

80
歳

児
玉
恵
美
子

粟
田
３

68
歳

中
田　

忠
吉

菅
原
町

84
歳

道
下

き
子

新
庄
２

84
歳

山
本　
　

勇
三
日
市
町

68
歳

川
村
龍
二
郎
太
平
寺
４

83
歳

■9月末現在の人口

（　）は前月比

　人　口	 47,699人	（＋  91）

　　男　	 24,178人	（＋  60）

　　女　	 23,521人	（＋  31）

　世帯数	 20,493世帯	（＋  61）

■9月中の人の動き

　転　入	 261人

　転　出	  195人

　出　生	 44人

　死　亡	  19人

※住民基本台帳に記載されて
いる数字です

H23.9.16～H23.10.14受付分
個人情報保護のため本人・ご家族の希望が
あったものを掲載しています

戸籍の窓

ののいちふれあい通信
8:00～　8:30
18:00～18:30

デジタルハイビジョン009ch ホームタウン野々市
月～金／ 6:30～　7:00

11:20～12:00
16:00～17:00

FM放送 76.3MHz

声で聴く「広報ののいち」　問い合わせ　橋野 千恵子（☎248-2521）
音訳グループ「カミーリア」が、毎月広報ののいちを録音したテープを作っています。
また、地域ポータルサイト「ののいちタウン情報局」でも、聞くことができます。
目の見えない人だけでなく、活字が読みにくくなったという人もご利用ください。

11/11～
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　10月 9日㈰は、多くの町内で秋まつ
りが行われました。富奥地区の中林、粟
田では獅子が巡行し、本町通りでも獅子
舞に多くの観客が集まりました。
　中林の獅子舞（左上）には独特の剣術
や柔術の型が取り入れられ、激しく動く
獅子が高く舞い上がります。粟田の獅子
舞（右上）は、昭和52年に豊田日吉神
社社殿の改築に合わせ復興されました。
住民が演目とお囃

はや

子
し

の保存に努め、大人
に混じってたくさんの子どもたちが演舞
する姿を目にします。
　本町３丁目の獅子舞（右下）は数年おき
の巡行ですが、この日の「北国街道　野々
市の市」に合わせて、特別に披露されま
した。本町通りには２丁目の野菜みこし
も繰り出し、勇壮な掛け声が響きました。
本町地区には１丁目、４丁目にも獅子舞
が伝承され、これらがすべて巡行する布
市神社の秋まつりは、野々市を代表する
風物詩となっています。

秋まつりの獅子

中林 粟田

本町３丁目


